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このたびの JARL役 員改選にあたり,諸先輩およ
び各クラブ代表者の皆様はじめ多くの方々の強い御推

せんを頂き支部長に立候補いたし無投票当選となり,

去る6月 10日前支部長高山氏より職務を弓|き継ざまし

た。お蔭様にて新しい支部役員も下記の通り決定レ

新規に幾つかの事業を追加して,逐次予定事業を進め

ております。

今後支部会質0普様方から積極的かつ建設的な御意見

を頂き,支部運営に反映させ ,会員相互の親睦そはか

りながら支部の健全な発展のため,そ して私達の共通

の趣味であるアマチュア無線の発展のために私達支部

役員―同皆様のお世話役として力を合わせて努力いた

す所存でこざいます。どうぞ皆様方からの御協力と御

支援をよろしくお願い巾し上げます。

最後にこの 2年間,支部の組織作り,発展に御尽力

された高山前支部長と旧役員の皆様方御吉労様でした。

これからも支部活動に何協力と御助言を賜りますよう

お願いを申し上げます。
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JARL官 城 県 支 部

支部長  小 元 久仁大
昭和 55年度 JARL宮 城県支部大会を下記の通り行います。

記

日 時 :昭和55年 9月 14日 (日 )午 前10時30分より午後 2時30分までく午前 10時開場 )
会 場 :仙 台 市 桜 ケ岡 (西公国内 )

仙台市民会館地下「 展示室」

プ  ロ  グ  ラ  ム
1.あいさつ (支部長 ,来賓 )
2.表彰 (本部長表彰,支部長表彰 )
3.昭和 54年度事業報告
4.昭和 54年度決算報告
5.昭和 55年度事業言1画

6.昭和 55年度予算
7.昼 食
8.講演 専務理事 JAlAD斉 藤 健氏
9.映 画
10.共振掲波数あてクイス当選発表

*全体の進行の都合によリー部プログラムに変更のあることがございます。

*支部大会終了後 ,午後 3時から第 1会議室にて懇親会 (会費 2,500円 )を行います (出席希望
者は当日受付にてお中込み下さい ).

新 規 事 業 と 支 部 運 営 の 方 針

JAフ AFP ′Jヽ 元 久仁夫

1.支部規程の改正・補充 く制定 )
これまでの支部規定は連盟の規程や現状にそぐわ

ない点や不明瞭なくが多く満足できるものではあり

ませんでした。そこで充実した支部事業の企画とそ

の執行のため,先ずヽが着手した最初の住事は,支

部規程の見直しと整備 (改正・補充・制定 )を行い

新たに地域クラフ規定および委員会設置規定を制定

し,支部の旅費規定に関しても内規を定めました

(6月 29日 制定。別冊支部規程集参い 。

私の支部事業に対する抱負の一端を今年実施する新

規事業からとりあげ,また支部運営の方針についても

若千御説明巾し上げます。

機会は支部大会と支部報しかないと思います。支部

大会に全会員が出席することは不可能なだけに支部

報の果す役割の重要性を私は痛感いたします。しィ

し,支部費は年間70万円程度であり,年 2回支部報
~

を発行し皆様のお手許に属けるとしますと,予算の

半分以上を使ってしまいます.

支部報の重要性を認めて最低年 2回 は発行し, 1

回は郵送で皆様のお手許に届ける努力をするとして

も,残 り1回は今後郵便料金の値上げによっては ,
はなはだ忍縮に存じますが登録クラブ代表者を通じ

て受取って頂くしかないょうに思います (多 少はい

くつかのハムショップに置いてもらうよう交渉はし

ます )。

ところで.これまで発行された 3部の支部報は他

県の支部報と比較し,内容的に勝っているとは思え

ません。そこで今回.支部役員の中に編集担当の幹

事をおき,編集専門委員会を発足させましたので ,

徐々に内容の充実をはかっていきたいと考えてお り

2.支部報の発行と配布

支部会員数は6月 1日 現在 2,199名 ですが ,支部

の事業をお知らせし,県内のクラプの行事や会員の

皆様の JARLに 対する御意見を目由に述べて頂く

(2)



ます。
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3.1.2GHzオールモー ド・ トランスパーター製作
講習会の開催

現在全国的に 1.2GHZの 静かなるブームが起って

います。支部役員会ではこれを察し来るべき静止衛

星通信時代に備え,またアンテナの製作実験や .伝

播通信実験等に役立てようと考えて第 1回の標記講

習会の実施を企画いたしました。 1.2GHZに興味を
お持ちの方々の参加を希望いたします (詳細 8頁参

照のこと ).

4. 宮城県全市町村交信賞の発行
標記のアワートを1981年から発

「
∫すべく,ア ワー

ド委員会を設置し宮城県今市郡交信賞を合め 意規約

の検討をお願いしてあります。支部大会の際にその

詳細をお知らせできると思います。なおこのアフー

ドのデザインは会員の皆様からの公募によって決定

したいと考えております (詳細 3頁参Ю 。

また今秋の東北地方本部長会議の際,各県の支部
長の同意が得られ ばヽ,全東北市町村交信賞および

全東北市郡交信賞そ市1定 。発行したいと考えていま

すが.こ ちらの方は多少実現まで時間がかかり,次
年度の多カロ標になるァ,,も しれません。

以上が今年度事業に新規に繰入れられたものです

が,他 の事業は昨年並実施の予定です。た 来ゞ年 1

月のオール宮城コンテス トは内容が若千変更になる

かもしれませえ`JARL NEWSを ご注意下さι、

ti5.Satellite Qsoの 普及
Phase Ⅱ Aが順調に,上っていれば,今頃私達
はその恩急にあずかり,14Nm滞 の高い′ヾンドは日
夜lI F帯の14MIZや 21MHZ帯同様大変QRMに
なっていたと想像されます。しかし,皆様すでに良く御
存知の如く,打上の結果は失敗で「まことに無念′」の

言葉
`_民

きます。

いずれ近い将来,静 I卜軌道に近くアマチ_ア衛星
が打上げられることと思います。衛星が打上げられ

てから衛星,E信のノウハウを学習するより,現在で

も衛星通信はAMSAT oscAR-7&8で 特に

迎角可変装置のないアンテナで も28MH Zと 144

MHZ,ま たは 144 MH Zと 430 MH Z帯の高利得ア
ンテナがあれば可能ですので.折をみて学んでおく
ことが望ましぃ訳です。

県内の登録クラブで衛星通信法についての勉強会

(3)
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をしたいが適当な講師がいないという場合には,私

は嬉んで出掛けて参りますのでその節は早日に御連

絡下さい。

6・ V.UHF帯 の使用区分
JARLで は 1976年にV・ UHF帯 の使用区分を
定め予告期間を2年おき1978年 1月 1日 から現行の

使用区分を実施して参りました。しかしなから,144

MHZ帯ではFMでの運用者が SBや CWによる運
用者よりも多く, トラブルの発生が多く,ま た一方

では字宙通信業務との周波数の競合問題があって混

乱の感なきにしもあらずという現況です。

JARI.では今年度から周波数委員会を発定させ ,
V・ UHF帯の使用区分の見直しを含めて検討するこ
とになりました。東北地方本部の委員長はJA,A
FP(私が ),日」委員長にJA71W(植 松―東北
it方監査長 )が本部長から委嘱されました。本県の

委員には県北担当にJA7KC(古 川クラブ ),県
南担当にJH7BJH(亘 理クラブ )を 6月 29日 の
クラブ代表者会議において決定いたしました。

本件に関し会員の皆様の建設的かつ具体|,な御意

見を私共―同お待ちしておりますので,御意見を
お持ちの方 々は是非この機会 (例 えば今度の支

部大会など )にお聞かせ下さいますようお願ぃ申し

上げます。

しかしながら,JARI. NEWS等 でたびたび
指摘されておりますようにV・ UHF帯の使用区分は
現在でも生きていますので,ど ぅぞ会員の皆様には

JARLの V・ uHF帯の使用区分を是非連守して運
用なさいますよう御注意とお願いを中し上げる次第

です。

.会員増とクラブ入会の促進
本県の会員数は前述の通り約 2,200人で 4人に 1

人程度にすぎません。支部費は支部会員数にスライ

トして支給されますので,私達の周囲の仲間を全部
JARL会 員にしましょう。
現代の社会における個人の力はまことに微々たる

ものです。私達の共通の趣味であるアマチュア無線

の権益を守り.存続させ,かっ充実発展させていく
ためには同好の志が寄り集って一致団結して事に当

ることが必要であります。そして JARLは 真にそ
れを目指しております。このことを非会員の皆様に

納得して頂けるよう説明できるのは,真にあなた方
会員の方々であり,またあなた方はその手本でもあ

|



ります。是非 1人でも多くの友を仲間としてJARL

会員にし,かつ JARLの 健全な発展のために御協

力と御支援をお願い致しますo

また JARL登 録クラブはそれぞれの地雌 職域・

学校等のそれぞれの分野でいろんな特色のある行事

を企画し実施しています。是非この際 JARL登 録

クラブヘの入会をお勧めいたします。

以上 ,私の0負の一端を中し述べて参 りまし千[が ,

アマチュア無線の楽しみ方は千差万別です。モラルを

守ってみんなで仲良く,ハ ムのだいこ味を満喫しまし

ょう。では支部大会で会いましょう/
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44MHZ

オール宮城コンテス トを終って

今年もたくさんの方々から,ロ グを提出していただ

き,有難う御座居ました。参加者のコメントによれば
,

〕A7局に対するハンディキ_ッ プがきつすぎると云

` う意見と,マルチプライアに対する考点を求める声が
｀じ
多かった様です。しかしながら,当 コンテストの発足

の意義は,新入とOMと の交流をはかって,アマチュ
ア無線家同土のつながりを深くするというものなので

す。今回のルールは,こ の点に充分な意を用いて,委

員会で作成したものです。ローカルのハンディキャッ

前年度ヨンテスト委員 JA7CQF 磯ロ ー
プコンテストとして.皆 さんに受け入れていただけれ

ば幸いです。

ただハンディやマルチに対しては,今後共さらに考

えていこうと思っておりますので,ど しどしその他の

点についても,御意見をお寄せ下さい。

宮城県内のアマチュア無線家の融和をはかるための

「なこやかな」コンテストとして,今後共 ,皆様の御

支援がいただければ辛いです。
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1  ● JH夕 UJ0   2,1()9
2  ■ JR7D WK     637
3  ■ JA7AFJ     54 6
4.   JRフ IT()    390
5.   JH7FZ1/7   203
6.   JRフ FSL     ■68

１

２

３

４

５

６

28団iZ
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昭和55年度官城県非常通信コンテス ト結果 (*印 は入賞局 〉

■MHz

3.5MlZ
l. =JH7AX1  45

144MHZ
l. ● JA7E"1,/7 648
2.   JA3XIB/7 574
3●   JH7THS   572
4・    JH71HH   463
5.   JR7M`2H   372
6.   JH7PDG   300
7.   JA7AFJ   297
3.   JH7BFL   290
0.   JA7PLR  286
10.   JA7HOQ   280
11.   JH7TLT   270
12・   JR7Pa'   207
■3.   JA,IOE   ■23
14.   JA7AMB    90
15.   JR7HFB    84
■6.   JA7FC     72
16.   JA7TKC    72
16.   JH7LD0    72
19.   JR,CAD    70
20.   JH7uJ1    66
21.   JH7VBR   40
22.   JA7VTX     6
22.   JR7PEM     6
24.   JAフQVP     4

6.
7.
3.
9.
10.
11.
12.
13.
14.

364
286
272
243
216
128
70
27
4

2,538
2,447
675
580
578
574
520
448
341
36

JA7cDl
JA7MYX
JH7КCY
JR7LOS
Jl17TКY
JH7LK0
JA7JS
JH7NKG
JR7QQ0

. = JR7BRS   552

.   JA7HQェ/7 253

21()

１

２

３

４

５

５

７

７

JR71FU
JR70EF
JA71 W
JA70P
JA7UDM
JR7:4CR

28'I:・

J暑

::メ
8/7

3.   1371TY
4・    1薔

7α005。
  :;li7Fヽ

■16.

250

36
36
21
21

Club
１

２

３

４

５

６

７

３

９

０

340
84
36

203
180
■05
96
44
30
12
6
6

JA7YCQ
JA7ZVS
JA7ZHU
JAフYAA
,H7YFB
JA7YFB
JA7YDX
JA7YBI
JA7YGX
JA7YDU50MHZ

1. ■
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

J■■FLB/7
JA7EVP
JR7QPT
JR7RZK
JH 7HHN/7
JA70DYノ 7

'Hフ
FZ工/7
JH7XUZ/7
Jl■ OF Pノ 7

Disqualification
Mnt::B:lli:1き

:/71;:::
」・   l17DXX     49o

l: fttJN  _

JR7КLF (no suttmarツ
)

JR7NJl  (del ay)
JR70PP  (de■ ay)

0コ ンテスト続行希望(JR7JYT)
②時間帯をすらしてほしい(JH?UJI)
OSWL部門を設けても良いと思う(」 H7GFO)
④コンステトのインフォメーションは正確に′
(JR7DヽK)
0コ ンテストの時間がよくないと思う(JH7CUO)
(Э参加局少ない. J.N.の PRが違い(JR7BRS)

対 す る 意 見

,コ ンテスト要領とJ.N.でバンドが異なる。 J.N.
で統一すべき(JA70P)
0'1■ ,マ ルチ部門が不公平にならぬように配慮され
たヽ` (JA70P)
9来年から50MH Zは是非入れよ (144MH Zは 除外し
ても)(JA70P)
(1)3.5MH21ま局委おク少な0ヽ。7MHZの方力ゞ環ミ0ヽ (JA70P｀

_ヽ

コ ン テ ス ト に

富城県支部主催 のコンテス トを顧みて

当支部主催のコンテストには,1月 に実施されるオ
ール宮城コンテストと6月 に実施される宮城非常通信
コンテストの二つがあります。今年はいずれのコンテ

ストにも全地域から多数の局の参加を得て充実した内

容で無事終了することができましたことは,参加局は
勿論のことに1載力を下さった方々に衷心から深く感謝

中し上げます。

コンテストは通常のQSOと 異なり,コ ンタクトに
要する時間がせいぜい数秒で終了してしまうため.無
味乾燥なものだと云われる向きもあるでしょうが,コ
ンテストを通じて味える楽しみにも大きなものがある

と思います。例えば.コ ンテス トを通してこ無沙次し

コンテスト委員長 JAフ DSO 志摩茂郎
ていた局の消息を知ることができたり,或はローカル

局独特のなこやかさを感じたり,更には,日 常特定の

相手としかQSOを しなかったのがこの機会を通して ,
多数の局とのつなが (,を持つことができたりするのは

コンテストの利と云えるのではなぃでしょうか。

要はコンテストに対する考え方によるものと思いま

す。その点をご理解頂き,今後とも多数の局の参加を
心からお願い申し上げます。

さて,いずれのコンテストにも色々と問題点がある
ものと思われますが ,その点をよく考慮し,改善すべ

き点は即改善していきたいと考えておりますので皆様

からの建設

“

たこ意見,製 ●らヽからお待ちしております。
(6)
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I
支 部 登 録 ク ラ ブ 紹 介

◎ 仙台アマチュア無線クラブ〈JAフ YOM)

代表者 JA7EWO
大 友   豊

仙台クラブは昭和27年に東北初のアマチュア無線ク

ラブとして在仙の同好の志が集って発足しました。そ

して28年の永きにわたり本当にアマチュア無線そ愛す

る人々によって運営されて来ました。

現在会員は,45名 ではありますが,いずれもアマチ

ュア無線を生との趣味として,細 く長く楽しむ人達ば
かりです。そのため外部から見ると,一見アクティビ

ティーの低いクラブに見られますが .実際は一度 ,何

か大きな行事があると全員が,も うれつなファィトを

燃やして参加します。その様なわけで会員は紳士的で

あり,友好的で研究心が旺盛です。

なお,当 クラブはコミニュケーションの場として ,

年間行事 (昨年例 )を行って居ります。 1月 オール官

城コンテスト実施。 3月 クラブ総会,4月 お花見,8
月フィールドコンテスト参加 (泉ケ岳移動 1泊 ).9
月官域県支部大会協力,10月紅葉狩,12月 クラブ忘年

会.なぉ,当仙台クラブは前記の様な考えを持つ人々

を大いに歓迎いたします。

御入会を御希望の方は下記へ御連絡下さい。

仙台市川内追廻住宅 278号 (磯田方 )

仙台アマチュア無線クラブ事務所

TEL 0222(27)4744

仙学連事務綸長  JH7UJU
西 内 伸 広

◎ 仙 学 連

t

仙学連は,仙台圏学校クラブ連合の略称であり,昨

年 4月 に,12校の参加をもって設立されたものです。

その主たる発足理由は,仙台付近に於ける,高校,高

専,大学クラフ間の友好を深め,相互のクラプの発展

を望むことにあります。

以上のような理由で発足した仙学連が.昨年度に行

ったまな活動としては, JARLコ ンテストのクラブ
対抗に於ける全国市1覇 ,芋煮会 .仙台市民祭り参加の

FOXハ ンティング,仙学連コンテストの実施.機関
誌の発行等があります。FOXハ ンティングは,HA
M部門とFM部門に分かれ .大成功のうちに終わり,
又,機関誌は,内容の濃さプラスユニークさで,好評

を得ています。今年度からは,オ ンエアーミーティン

グを行ない,メ ンバー個々の交流を計るなどしていま

す。

このように,仙学連としては,昨年度以上に発足理由
にのっとった活発な活動を続けていきたいと考えてい

ます。

宮 城 県 支 部 登 録 ク ラ ブ 名 簿
t

登 録 番 号 ク ラブ 名 称 クラブ局コール
代表者 コール

登 録1番 号 ク ラブ 名 称 クラブ扁 =,―
,し
代表者コール

耐絡 者 コ ール 連 絡 者 コール

■6-1- 1 石巻 ク ラブ JA・ YBI JA,FC 06-2- 2 JA7YGX 」H7EKi
JH7S∫ F

05-1- 2 JA7ZRY JA7KND 06-2- 3 仙 台 一 高 JA7YDX JH'WOBJH7PQS
06-l- 3 首 IIク ラ ブ JA7YZO JA7KC 06-2- 4 東北工業大学 JA7YFB JH7PVMJA7FFV
]6-1- 4 仙 台 ク ラ ブ JA7YoM 」■ 7EWΩ_]A7CQF 06-2- 6

東北学院大学
工  笙  

“

JA,YFH ■」■■Ds_JH7NCiヽ‐
塩 釜 ク ラブ ∫A7ZHU JA・ KP

仙台電渡高専

]|■ 7YI〔 .

JH7QMC
JA7GI I

06-1- 6 く0こまクラブ JA7ZVS JA7KOJ じ6-2- 7 IH7MRK
JR?(ヽ'V

JA7YTM JA7WQF 06-2- 8
`,台 "奎 `

∫H'U『 U
JA7HUB

05-1- 8 ∫A7NNC
Oδ -4-3 NJDXC JA7AD

06-1- 9 登米 クラブ JA7ZYK JA,LN 06-4- 5

IECク ラフ

JA7YYV JA7,EDJA7WAC
05-1-10 岩 ●1ク ラブ ,A7YOR JA7〔 J 06-4- 5 〕A7ZRF JH7Q].Q

亘 理 ク ラブ ∫A7YZR JA7NFZ 06-4- 7 ブルースカイ
仙 台 ク ラ ブ JA7ZVJ

JH7WYB

東 北 大 学
Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｙ

Ｙ

Ａ

Ｈ
JA,PPC/7 06-4- 8 宮域メディカル

ク ラ ブ ,H7YFB
jA7TKC

JH7iMN JR7● AD
(7,

―

J.A.R.L. 宮 城 購 部 報  嶽 4(1980年 )一

棄北学院大学

気イIII河 クラブ

06-1- 5 06-2- 6

ll:台 二 斉

JA,YCQ

06-l- 7 1 名 取 ク ラブ

蔵 王 ク ラ ブ JA7Z XT

ぬどい0ク ラブ

06-1-11

06-2- 1



・ 昭和 55年度支部 大会で表彰 される方々

*多年にわたり連盟本部・地方本部および支部活動に頭

著な責感をされたJA'HC野 口氏と,支部活動を通じ
地域クラブの組織作つに貢献|されたJA7CCR高 山
氏に対して、東北地方本部長よりそれぞれに表彰状と

感謝状が授与されます。

*旧和55年度オール東」ヒ オール宮城および宮城県非

常通信訓練コンテストの上位入賞者 (本報 5～ 6頁に

掲載)の方 は々本部長またはヽ部長から表彰されます.
どうぞ支部大会に出席されて会員嗜 様から物 福を

受けられますようお願い申し上げます。なお当日ご都

合により欠席される場合には支部長またはコンテスト

委員長まで.その旨御―報下さιヽ

・ 1.2GHZオール・モー ド・ トランスパーター製作

議習会の開催

日時 :昭和55年11月 24日  10時から

会場 :JARL東 北地方事務局。

会費 :6万円 (内容 :オール・モード・ トランスバー

ター組立キット(144MH Z帯入力,出力 lW)

5万 3千円。 23エ レ・ループアンテナ 7千円 )。

申込 :〒 980 仙台市大町 2-13-12(立 町ビル )

JARL 東北地方事務局気付
富城県支部 1.2GHZト ランスパーター 組立講

習会実行委員長 武田久尚宛往復′ヽガキ (返信
人住所・氏名を明記の上 )でお申込み下さい。

〆切 :昭和55年 9月 30日 先青30名 までとし人数が20
名を割った場合には中止いたします。10月 10日

頃までに参加の可否のお知らせをしますので10

月31日 までに会費を現金為替 (受取人欄空自と

する)でお送 り下さい。

■14MHZ帯の入力で出力 lWのオール・モート・
トランス・バーターです。工具は各自で持参のこと。

調整は発売元が出張してきて面倒をみてくれます。

*価格は 7月 21日現在のもので発売元の確認をとって

いますが,若千変動する場合のあることをお含みお

き下さい。

*変更属の手続きの案内は50円切手を 2枚同封してお

問合せ下さい。

QSPコ ー ナー

・ 官城県全市町村交信賞および官城県全市郡交信資の

制定について

県支部では標記アワードを 1981年から発行する予

定で準備を進めていますが ,今回アワードのデザイン

(賞状用 )を公募することになりました。ふるって御

応募下さい。

応募資格 :支部会員に限る。

ァザイン :自 由。必ず J.AR.L.の表象マークを入れ

ること。 (但 し未発表のものに限り,以後の著

作権は県支部に属する )。

大きさ :A3版 (刷上りA4版 ),2色 まで。   _ヽ
〆切 :昭和 55年 11月 3日

申込・問合わせ先 :〒 980仙台市大町 2-13-12

(立町ビル )JARL東 北地方事務局気付
宮城県支部アワード委員会

委員長  高橋信男宛

発表 :昭和 56年度支部大会にて入選 1名 ,佳作 1名

を表彰します。

・ 官城県支部報No.5の原稿募集について

次の支部報は昭和 56年 2月 25日 発行の予定です。

会員の皆様からの投稿を歓迎いたします。

原稿 :御意見,紹介 ,技術展望,紀行文,マ ンガ等ア

マチュア無線に関係のあるものなら何でもOK。

用紙 :文章はA4版横書き原稿用紙 (丸善靱 など)
にお書き下さい (句読点は 1マ スを使い数字■

1マ スに 2文字入ります )。 マンガやカットは
~

1コ マ 5翻 × 5昴でお願いします。

写真 :編集長にお問合わせ下さい。

〆tO:昭和 56年 1月 20日

送り先 :〒 980 仙台市大町 2-13-12

(立町ビル )日本アマチュア無線連盟

東北地方事務局気付

宮城県支部報編集委員会

委員長 ′」ヽ野寺二郎宛

。■部大会にはこの支部報に 4を御持参下さい。
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